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は　　　じ　　　め　　　に

弥′ヒ3月､花の季節ももうすぐですね｡皆様その後お変わりございませ

んか｡

3月3日が過ぎると､我が家のおひな様は人急ぎで納戸の奥に入っていた

だいておりますo　数えてみると､今年は限りなく　30に近い20数阿目で

ありました.親としては複雑なひな祭りでありよした｡

新聞やTVは相変わらず､不況･就職難･6.1齢社会･Lk.療費増大等々の

●　括乍があふれていますoそlJ'対策が政府.地方自治体から次々と山てきま

す｡年金給付切りドげ･特定疾患の削減･身障者の自己負担笥々･ ･ ･

具体的には｢90｢】ルール｣ ｢1 8011ルール｣などo　そして､電症や難

病にもかかわらず在宅に､そして国や地方の医療費の削減をはかる等々と

いうことのようです｡ ｢健康でない者は淘汰される･ ･ ･｣ r社会や家族の

重荷となる人杖死んでいくしかしかたがない時代のはじまり･ ･ .∫

(｢患者追放｣向jt二承子著､筑摩書房　参照)

3JJ4日の新聞によると､公的叶一食保険料が大規模年金保養農地(グリ

ーンピア)の建設費や社会保険庁良官の交際費や県人会費など､給付以外

に消えた保険料は約五兆六千億円とのことo　伴性労働省から天下りLた理

事長の退職金が四千八百ガITl等々0　年金原資がT二足の為､年金給付の引き

4　卜げとか年金保険料の増額が必要とか政府が.去っていますが､あなたはこ

のことをどう思いますかo

政治献金は､どのような命業や川体が､何のために､どのような政党

や政治家に渡されるのかo

その1つを考えてみても､現在の福祉政策の動きが分るのではないかと思

います｡

政治家や官僚が悪いと請う前にItT民が目硬めないかぎり､このl句の福祉

は後退し続けるのではないかと想いますC　　　　　　　　　　　　　(鎌田)
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あお潜吟か易4g

2月5日にrわだちJ 30周年記念P/を発送しましたL,その後､多くの方々から礼状.

感想などが寄せられましたn　ありがとうございました.

0字尾野　公義先生より　　(東京都中野区)

拝復　2月に入り寒さを増し､御地の妻雪連日ニュースで拝見いたしております｡

その後､ほぼご順調に､友の会の御仕事も益々大変と拝察致し､呉々もご自愛下さい

ます様｡木口は　rわだち｣ 30周年記念号､有難く拝受仕り､懐かしく,そして北海道

の皆様のご尽力､ご析躍ぶりが蘇り､深く感銘仕りました｡今後更なるご凝展心から

御期待申し上げますo　　　　　　　　　　　　　　　敬(]　　　　　　　　2月9日

0　阪下　有加+さんより(神戸市東灘区)

こちらは春一一番が吹き暖かい1日でしたが､そちらはまだまだ寒いことと存じますo

先日は支部結成三〇周年記念誌をif購うございました｡楽しく拝見させて噴きましたo

半分以上がカラーで大変美しく立派でした｡そして皆様が作業(発送)されている様

f･等々三十年の歴史がよくわかりました｡私達兵庫支部も二十六年が経過しましたが､

二十年目にこの様に立派な記念誌が出来るでしょうか?ご努力に頭が下がりますD　余

寒厳しき折り呉々もお身大切に､そして皆々様によろしくお伝え下さいませ√,少しで

すが切手同封致します｡ご利用下さいませD　　　　　　　　　　　　　　　2月1 4口

○　秋葉　みどりさんより(旭川市)

2月ですが､今Rの旭川は春の様な天気です｡新開には石狩川のネコヤナギの芽が

111ているとありました｡先日は友の会=_十周年記念号ありがとう御座いましたo

なっかしい写真思い出しますo　自分のも皆さんと一緒に写っていますo　長谷川むつ子

さん､今は亡くなっていますが思い出の一人です｡高橋みっちゃん(札幌)頭が白く

なっているのびっくりしました｡ 2002､ 12月の旭川のクリスマス､狩野さん外

は私の友達です｡ 200 2､ 5/2 7写寅の中に工藤峰+さんですか､南病院入院中に

見舞いに来てくれ､その後逢っていない様な気がします｡元気そうですねo　ありがと

う｡ 1 972､ 8/29写真は皆さん若かったですね｡伊藤さん夫妻初め役員の皆さん

には長い間お世話になり感謝していますo　旭川の友の会の仲間とも温泉地色々の所に

参加させてもらいましたo身体に気をつけて頑張ってfIさい(,　　　　　2月1 8日

※　電話をくださった方々

0　大阪支部　浅野十糸子さん　　　　　　O　淡城支弥　秩尾　宏さん

北海道支部

○村山津患さん　○緑川よしえさん　○宇野方:f･さん　〇　本m美津+さん

○高橋美津子-さん〇二藤　峰子さん　〇三品奈素子さん
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エ　ジ　プ　ト　ミ　ニ　発　行　記

鎌田　毅

昨年11月末､ 10日間挫エジプト旅才了をする機会がありましたので､今回その旅の
一部を書いてみました｡

ジプトはナイルのたまも　　という言草があります｡ナイル川はアフリカ大陸の中

央部の熱帯雨林地方からサバナ(雨季と乾季の気候帯)や砂漠地帯　を通り､地中海
をめざし､約600km北Lしていますo
エジプトの面積は日本の約3倍､その96%は砂漠で､年間雨量は35mm (日本の80

分のl)のため､人口の99%はナイルの谷やナイルデルタ地帯に集まっています｡

したがって､エジプトの都rf1も農付も遺跡もこの一筋の川rtさいにあり､観光客はこの

lHこ沿って､バス･列車･船･飛'rT機･馬車などで移動しますa●-I,. ･...=:言:;LIT.'.:;..1持.:純. -.-i,･X.;. /ミー

エジプトでも5000年にわたり､上流のアスワンから

下流のアレキサンドリアの間を移動していたようです｡
エジプトの都のもう1つの特色は､すべてナイル川の

東側にあったということです｡

それは古代エジプト人の思想からきているようでナイ
ルの東側(太陽の昇る土地)は生者の土地､ナイルの

西側(太陽の沈む土地)は死者の1二地であるというこ

とのようです｡現存は人口の増加により東からあふれ

た人たちが西側に住んでいます｡

ミイラの表情は安らカ

このように古代エジプト人は生と死に非常にこだわっていたようです｡

ファラオ(T_)達は不老不死の為に莫大な財宝を投入していたようですo　ナイル川の

東岸にはピラミ､ソドにもて入けをとらないような叶大な神膿をあちこちに建造し､神に

～∴一　∴::-;:-'}:I.'l I =‖て,;H. ∴."I :''∴L'･ !,.:"'IFl. :I.言tit.:,i.禦Jl-.≡

ってきた時のために､肉体の保存を考えました｡死体の左腹から大切な放器を取り出

し. 4つの鹿に入れ､夫々を薬品などで処理します∩　ミイラは布でぐるぐる巻き保存
の状態を良くするのですが､そのjFJJの所々に､お守りの札､黄金､宅石などを挟み込

んでから人型棺に入れるのですが､ミイラが溢まれたのは､これら黄金や宝石､そし

てミイラ自体が薬として売れるからであったと言われています｡現地ガイドのムハン

マドさんは､ rミイラはみんな安らかな表情をしています｡なぜなら､彼らは必ずよ

みがえると信じて眠りについたからです｡｣と言っていました｡ツタンカーメン王の

場合､ 3　重の人型棺､ 4蚤の蔚f-の中に入れられていましたo　さらにミイラのうぐL

に黄金のマスクが被されていた草でも有名ですo　棺や厨子は､それぞれ芸術性の高い

彫刻や金治､ ▲立石で蔽われていましたが､巌も内側の人世棺は純金22カラット､ 1170

k gという信じがたいものでしたo

現在､ツタンカーメンのミイラと人型棺(Tl興)は/レクソールの土家の谷の立在に､
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他の棺､尉子､副葬品はカイロの考古学博物館で保管､展示されていますo　尚､これ

らの財宝､古美術品､貞金の価値はアメリカ合衆国の年間国家予軌こ匹敵するであろ

うと言われていますo

~J家の谷とドロボー本

ところで､ピラミッドやスフィンクスは､カイロの西､ギザ地区と言われる丘の上

にありますo　この近辺には約100個近いピラミッドがあるそうですが. 5000牛の風雨

で殆ど形をなくしたものもありますo　完成時にはピカピカに磨かれた石に彩色されて

いたとのことですt,

私達が写真などでよく見るのは､クフ､カフラー､メンカウラーの3王のピラミッド

です｡

ピラミッドは紀元前2180年～2680年頃の建造とされていますU　その後ピラミッドの

.Ll.I;.:.崇､∵.!:LLt.･こ●!L!-L:i,:::L仙ミ∴∴ ,こ古∵-I - J'.千.･一　●

トは罷裾にあっているとのことですo

そこで､壬たちはギザから650 km程上流のルクソールの阿片の科こ井戸のように深

い墳墓を据り､自/分の｢肉体の保存｣を確実なものにしようとしましたo　この地帯は

現存l王家の谷｣と呼ばれ､近くに｢王妃の谷｣ T貴族の不｣ ｢職人の芥｣があります｡

ツタンカーメン王は紀元前1350年頃19歳で暗殺され

たと推定されています｡彼の肉体が蔑見されたのは1922

年HJj4日とされています｡すると3300年以上､彼の

肉体は秘密のベールで隠されていたことになります｡
ツタンカーメンが有名なのは､ 3つの地下室の中にびっ

しり詰まった財宝や棺だけではなく､それらが､全く盗

掘されず､唯一-完全に出土したということのようです｡

3300年以上盗賊に発見されずにあったということは､こ

の秘密を守る絶対的な方法は､関係者を全て消すという

ことにあったのかもしれません｡しかし､人の世に完全

ということはなかったようですb

漆黒の闇の夜､ナイルの西岸に教壇の舟が音もなく汝片し､多くの人影と､多くの　●

財宅､道具などが音もなく王家の谷-向う影を密かに見届けている肴たちがいたよう

ですo　いつのHか土家の谷の近くに集落ができ､住人は床の下にトンネルを振り､ ｢什

事｣を始めたようですo

近代になって､考古学者が　r王家の谷｣に60ほどのi三の地下墳墓を見つけました

が､全て患琳されていたそうですo Lかし､ただ1つ､余りにもTJ怨に反する場所に

あ/'たツタンカーメンの墳某が盗裾されずに残,)ていたとのことです｡
エジプトは予想以上に興味のある国であることを知りました｡

今後､機会があれば､現在の都市や農村の生活のようす､ラマダーン(イスラム教断

食月)の人々､アスワンダムの功罪､ツアーポリス､ラクダのポリスの不思議な行動､

女作のおしゃれ､高速道路とロバの通､信号機も横断歩道もない2000万都かカイロ､

その他･ ･ ･などを書いてみようかと思-)ています｡
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の
情
報
を
公
開
し
て
い
る
病
院
1

報
酬
を
架
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
o
こ
う
し
･

方
向
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
､
医
府
の
厳
を
高

て
い
く
た
め
に
必
要
㌔

･
●
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書　籍　局　だ　J; LJ

※　軌内述主催のチャリティクリスマスバーチ一一が12月23日､札幌

テレビ塔で才Jわれ14名が参加しましたo

栄 lJJ 13日道財政建て直しプラン対応fJJ動委員会(第i回)が､難

病センターで開かれ4才,が桝席しました(

⊥叫仰せ鶴寮問Fn

道難病連

∃(.'',.i I.当頭竃当月ヨ

｢
朗
報
拍
｣
対
応
妻
を
設
置

道
が
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
の
｢
財
竪
て
胃
プ
ラ
ン
｣
で
,
葦
雲
や
南
雲
に
対
す
量
甲
独
医
書

補
助
の
謎
や
廃
止
を
打
畠
し
て
い
る
問
撃
,
道
禁
連
(
小
田
隆
代
表
等
)
は
十
三
日
,
同
プ
ラ
ン
へ

の
対
応
行
髪
曇
姦
管
･
空
合
晶
い
た
.
還
,
各
疾
患
ご
と
に
削
減
の
影
筆
歪
し
,
道
へ
の

反
対
行
動
を
強
め
る
｡

道
は
､
帯
治
性
肝
炎
や
慢

性
甲
状
腺
炎
の
棉
本
所
な
ど

難
病
と
さ
れ
る
七
疾
患
を
特

定
疾
患
に
指
定
し
､
医
要

義
助
し
て
い
る
｡
昨
年
度

は
約
四
十
八
億
円
支
出
し
た

が
'
同
プ
ラ
ン
の
実
施
に
合

わ
せ
対
羨
霊
ら
す
な

ど
し
て
財
政
負
損
か
鹿
塀
す

る
こ
と
蛋
刑
し
て
い
る
｡

商
齢
者
へ
の
匠
葉
菜
補
助
も

段
階
的
に
姫
小
し
て
〇
七
年

度
に
廃
止
す
る
方
針
だ
｡

会
合
で
は
､
伊
藤
た
て
お

専
務
掌
が
｢
道
は
異
体
的

な
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
が
､
難
治
性
肝
炎
や
橋

本
病
は
補
助
対
象
か
ら
は
ず

さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
｣

と
冒
講
し
考
ボ
し
た
.

さ
ら
に
,
道
に
対
し
既
に
】

肇
し
て
い
る
こ
主
義
告
0
.
会
合
に
は
道
難
病
連
加
盟

∴
∵
∴
∴
ニ
㍉

m
意
者
の
命
と
健
康
に
か
か

わ
る
問
題
な
の
で
は
か
の
事

業
と
同
T
に
取
り
轡
っ
べ
き

削
減
に
よ
っ
て
患
者
負
担
が

ど
れ
く
ら
い
増
え
る
か
な
ど

臭
体
的
な
影
■
轟
｡
道

が
同
プ
ラ
ン
参
集
足
す
畳
ハ

回
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
え

ず
､
自
ら
命
を
削
る
よ
･
つ
た

状
況
に
な
る
｣
と
い
っ
た
声

が
上
が
っ
て
い
た
｡

繍
l･

●

円
ま
で
に
､
知
事
や
道
議
会

に
対
し
て
検
証
桔
架
空
不

し
､
削
減
反
対
の
陳
情
な
ど

を
行
う
こ
と
を
決
め
た
｡



※　2jl ]0日道財政建て止しプラン対応行動委員会(第2lr_.I)が開か

れ､道医療助rJR制度改iL説明会が行われ2孝JH席しましたo

道側より北海道保健福祉部疾病対策課長をはじめ847の相席､道立心

身障害者総合相談所より2名川席し､道単独医療助1.R制度の見直しに

ついて､またfI 1 5北海道医療給付事業の概要について説FIJJがありま

した｡

難病連の各部会からは

｢声の川ないところは見直しの対象になり､声の出てくるところは

見lfJI Lの対象から外れる｣

｢国に働きかけ道民を守るのが筋ではないか｣

｢医療費以外の川費が多い､地元での手術が受けられない｣

｢患者の声を反映させたい､生活実態を専門委Ei会に届けたい｣

｢対策協議会の橘報公開をして欲しい､専門委員の公開､発言の場

を設けて福祉の専門家も加えて欲しい｣などの意見を道側に伝え

ました｡

※ ､f':成16年度支部総会を'lJL{山渓温泉で開催します｡

皆様の参加をお待ちしておりますt)

詳しくは臨時P,･でお知らせしますo

※ JPC閲会請願署名･募金にご協力ありがとうございました｡

署名数　- ･ 1814',　　9,I:食･ ･ ･　26, 137｢-〕

※　新入会員のご紹介

倭庭清治さん(札幌市)　　中村記念病院に入院中です｡

鈴木道明さん(札幌市)

北海道大学医学部付属病院に通院中ですr,

どうぞよろしくお廉いします｡

※　ご冥福をお祈りします

篠崎ミツエさん(82歳) 2004年2月16　日にご逝去

※　賛助会員になっていただきました｡

庄1-/A (･　村LLJ津恵　　鎌川毅　　猪l｣トヨエ　　中退和子

井JJ坂知影子　　東谷美智7･　中村待f　　(敬称略)
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